
開催日時 令和 5年 3月 22 日（水）10：00～11：30

開催場所 FK ホールディングス生涯学習センターきらん２階 研修室

出 席 者 別紙のとおり

議 事 １．令和 4年度及び令和 5年度 交通関係の予算や取組みについて

２．ちょい乗り白鳥台の結果について

【議事１】

ž 事務局より議事１について資料説明。

有村会長）

・ワンコインパスの金額が変更になると報道でもあったが、その内容について事務局から

説明していただきたい。

事務局）

・ワンコインパスについては、実証実験の位置づけで２年以上継続して実施してきた結果、

当初の想定よりも、多く利用されており、現在の3,000円／年というパスの価格のままだ

と長期の事業継続が難しいという結論に至った。

・そのため、事業の継続性の観点から、利用者負担であるパスの購入費を段階的に上げて

いくこととした。

有村会長）

・本来は協議会の協議事項になりうるもの

・協議会で報告される前に市民に伝わることのないようにして欲しい

【議事２】

ž 事務局より、議事２について資料説明。

A委員）

・検証 1について、件数より延べ利用人数が上回るのはなぜか？

事務局）

・予約 1件につき、2人以上の同乗者がいる場合もあるため件数より延べ利用人数が上回

る結果となる。

A委員）

・相乗り率は？

事務局）

・資料に記載はしていないが、約１％ほど。
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B 委員）

・フレイル※とは何か？

C委員）

・健康な方と介護になる方の間にいる方のこと。

B委員）

・スマホの利用促進を進めていきたいとあったが、スマホを持っていてもLINEが使えればそれ

でいいという方や、インターネットを使うことはすべてパソコンで済ませている方もいる。

・スマホを使いこなしていくと通信料で携帯料金が高くなると考え、あえて使っていない

人もいるのではないかと思う。

有村会長）

・電話予約は、コールセンター費用もかかるし、利用者も電話料金がかかる。

・人件費がかかることを考えればアプリ予約を推進していくべきだと考える。

・実際に函館の実証実験では、アプリ予約のみで実施している。

・外出頻度や買い物量が増加しているのは民間事業者にとっても社会的にもプラスになる。

有村会長）

・運行会社としてはどうか？

D委員）

・タクシー事業者としての課題はたくさんあるが、新しい取り組みは必要だと考える

・しかし運転手不足の中で今回のように運転手 1人を拘束されるのは会社として厳しい

・各システム事業者ごとにアプリが異なるし、アプリを使う媒体も持たなければならない

・運転手が高齢化している中で、複数の媒体が混雑すると運転手の負担になる

・白鳥台は冬になると吹きだまりができ、今の車両は 4輪駆動車ではないため、道路状況

によっては、走れない日や走れない場所も出てくるかもしれない

・プランを契約している人からしたら、走れない日があると苦情が来るだろう

・行政には今挙げた課題も含めて検討して欲しい

C委員）

・収支も大事だが、住民目線でこの先どうしていくのか知りたい。

事務局）

・収支以外の視点でみても、今後も事業者と連携してやっていく意義はあると考えている

・実績、成果を踏まえた上で今後について考えていきたい

・いきなり取りやめるということはしない

※
フレイルとは：健康と要介護状態の間である「虚弱状態」のことを指し、身体・口腔・認知心理・社会など様々な要因が重なり、放置する事で要介護

状態に進行していくこと。（出典：第８期室蘭市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画）



有村会長）

・全体を通してご質問・ご意見はありませんか？

B委員）

・小学生向けの乗り方教室は、今年度はコロナで実施していないが、令和 5年度実施しな

いとなっているのはなぜか？

事務局）

・バスの乗り方教室という名称ではあったが、所管担当課は環境課。今後は「環境」とい

う大きな観点で教室や講座を実施していく方向性となったため。

・今後も今年度モルエにて実施した乗り方教室のような形で、道南バスと連携してバスの

乗り方教室は実施していく予定。

C委員）

・石川町のスクールバスについて、基本はバス停で乗降していると思うが、住民からある

お宅の付近で停まっていると聞いたことがある。

・それは果たして認められている事なのか確認したい。

事務局）

・スクールバスの担当所管課が教育委員会のため、確認後、委員の皆様には別の形で報告

する。（※）

以 上

※教育委員会ならびに運行事業者に確認したところ、「荒天時に運転手さんの判断で経路

上のご自宅付近で乗降させたことはありましたが、原則バス停での乗降を基本としてお

ります。」と回答を得ましたのでご報告いたします。



別紙


